
　地
域
と
の
出
会
い
が

活
動
の
原
点

　
息
子
さ
ん
が
小
学
校
に
入
学
し

た
際
、
地
域
の
人
か
ら
声
を
掛
け

ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
子
ど

も
会
活
動
を
始
め
た
川
本
さ
ん
。

小
松
東
町
子
ど
も
会
で
の
活
動
か

ら
、学
文
地
区
子
ど
も
会
協
議
会
、

西
宮
市
子
ど
も
会
協
議
会
へ
と
活

動
の
場
を
広
げ
、
長
年
に
わ
た
り

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
川
本
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、「
子
ど
も
会
は
、
子
ど
も

の
手
に
よ
る
、
子
ど
も
が
中
心
の

活
動
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

遊
び
を
通
じ
て
異
年
齢
の
子
ど
も

た
ち
が
交
流
し
、
自
然
体
験
や
地

域
で
の
活
動
を
重
ね
る
中
で
、
自

分
の
命
を
自
分
で
守
る
力
、
生
き

る
力
を
育
て
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ふ
る
さ

と
西
宮
を
知
り
、
西
宮
を
愛
す
る

子
に
な
っ
て
ほ
し
い
」。
そ
の
思

い
は
、
長
年
の
活
動
を
通
し
て
変

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　地
域
と
共
に育む

子
ど
も
た
ち

　
学
文
地
区
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
人
気
の「
学
文
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」

な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
行
事
に

も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年

は
共
働
き
家
庭
も
増
え
、
保
護
者

の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、
会

議
を
減
ら
し
た
り
、
で
き
る
人
が

で
き
る

形
で
関

わ
れ
る

よ
う
工

夫
し
て

き
た
と

い
い
ま

す
。

　
最
近

は
父
親

の
参
加
も
増
え
、
地
域
活
動
の
在

り
方
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　
子
ど
も
会
以
外
で
も
、
青
少
年

愛
護
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、

小
学
生
と
中
学
生
が
一
緒
に
遊
び

交
流
す
る
行
事
に
も
携
わ
っ
て
い

ま
す
。「
小
学
生
に
と
っ
て
中
学

生
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
は
憧

れ
の
存
在
。
年
上
の
子
が
年
下
の

子
を
思
い

や
り
、
年

下
の
子
は

年
上
の
子

を
手
本
に

し
な
が
ら

成
長
し
て

い
く
姿
を

た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。
学
校

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
異
年
齢
交

流
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大

切
な
経
験
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　地
域
へ
の
感
謝
を
胸
に

　
川
本
さ
ん
は
、
長
年
の
活
動
が

評
価
さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
社
会

教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
し
か
し
本
人
は
「
表
彰
は
通
過

点
。
頂
け
た
こ
と
は
本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
が
、
何
よ
り
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
う
れ
し
い
で

す
。
ま
た
、
困
っ
た
と
き
に
は
、

い
つ
も
周
囲
の
方
々
が
手
を
差
し

伸
べ
て
く
だ
さ
り
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
と
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
子
ど
も
会
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
居
場
所
づ
く
り
に
も
関
わ
り
続

け
て
い
る
川
本
さ
ん
。
憩
い
の
家

で
の
手
伝
い
や
お
茶
会
な
ど
、
地

域
の
人
が
集
う
場
に
も
足
を
運
ん

で
い
ま
す
。

　「
地
域
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
、
自
分
の
元
気
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
」
川
本
さ
ん
の
言
葉

に
は
、
長
年
地
域
に
寄
り
添
っ
て

き
た
人
な
ら
で
は
の
実
感
が
あ
り

ま
す
。

　「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守

る
」。
そ
し
て
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
人
み
ん
な
で
支
え

合
う
。そ
ん
な
地
域
の
温
か
さ
を
、

川
本
さ
ん
は
今
も
変
わ
ら
ず
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
地
域
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
願
い
を

胸
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
会
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
川
本
輝
子
さ
ん
。

　地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
と
い
う
思
い
の
下
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
と
関
わ
り
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歩
み
と

変
わ
ら
ぬ
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

令和4年度社会教育功労者表彰の受賞時

学
文
プ
レ
ー
パ
ー
ク
で「
ス
マ
イ

ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
Ｑ
ち
ゃ
ん
」の
ス

テ
ー
ジ
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

中学生のお兄さんお姉さんと協力
しながら工作を楽しむ子どもたち

　　
学
文
地
区
子
ど
も
会
協�

議
会
会
長

川
本

　輝
子
さ
ん

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち
　　
あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち
　　
あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

あ
の
ひ
と
　
こ
の
ひ
と

　  第398号 令和 8年 9月 1日コミュニティなるお

発行日
　2026.  9. 1

発行責任
　鳴 尾 連 合 自 治 会

編集
　コミュニティなるお
　　　　　編集委員会

　TEL. 47―0101

⑴



　
今
回
は
、
岡
太
神
社
か
ら
旧
国

道（
中
国
街
道
）を
西
へ
た
ど
り
ま

す
。
街
道
沿
い
に
は
、
戦
争
遺
跡

や
か
つ
て
の
競
馬
場
へ
向
か
う

道
、
町
名
の
変
遷
な
ど
、
時
代
の

移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
見
ど

こ
ろ
が
続
き
ま
す
。

小
松
内
大
臣
平
重
盛
之
城
趾
と

鳴
尾
小
松
住
宅

　
岡
太
神
社
か
ら
旧
国
道
を
歩
い

て
い
く
と
、
ま
も
な
く
幹
線
道
路

の
小
曽
根
線
と
交
差
し
ま
す
。

　
そ
の
手
前
左
側
に
は
、
総
戸
数

2
0
7
戸
の
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン

「
鳴
尾
小
松
住
宅
」
が
建
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
所
に
は
、
か
つ
て

「
小
松
内
大
臣
平
重
盛
之
城
趾
」

の
碑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
に
伴
い
、
昭
和
46

（
1
9
7
1
）年
に
岡
太
神
社
境

内
へ
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　戦
争
の
記
憶
を
伝
え
る
石
橋

　
次
の
交
差
点
、
本
郷
学
文
筋
の

北
側
で
は
、
斜
め
に
流
れ
て
い
た

用
水
路
の
埋
め
立
て
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
用
水
路
に
架
か
っ
て
い
た

「
弾
痕
の
残
る
石
橋
」
は
、
昭
和

20（
1
9
4
5
）年
８
月
６
日
未
明

の
米
軍
に
よ
る
空
襲
で
、
逃
げ
遅

れ
て
亡
く
な
っ
た
悲
し
い
出
来
事

を
今
に
伝
え
る
戦
争
遺
跡
で
す
。

現
在
は
、
学
文
公
民
館
北
側
の
学

文
殿
公
園
へ
移
設
さ
れ
、
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。

　西
の
競
馬
道

　
こ
の
交
差
点
を
南
へ
進
む
と
、

か
つ
て
の
鳴
尾
銀
座
通
り
を
経
て

臨
港
線
に
至
り
ま
す
。
戦
前
、
こ

の
道
は
鳴
尾
競
馬
場
へ
続
い
て
い

た
こ
と
か
ら
、「
西
の
競
馬
道
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
旧
国
道
か
ら
競
馬
場
へ
至
る
こ

の
道
路
は
、
当
時
の
鳴
尾
村
が
無

償
で
提
供
し
た
も
の
で
す
。

　枝
川
の
渡
し
と
四し

軒け
ん

茶ぢ
ゃ

屋や

　
旧
国
道
は
、
こ
の
辺
り
か
ら

緩
や
か
な
上
り
坂
と
な
り
、
や

が
て
甲
子
園
筋
へ
と
続
き
ま
す
。

こ
の
道
路

は
、
大
正
12

（
1
9
2
3
）

年
に
武
庫
川

の
分
流
だ
っ

た
枝
川
を
埋

め
立
て
て
整

備
さ
れ
た
道

小曽根線との交差点➡
左（
南
側
）は
鳴
尾
小
松
住
宅
①

本郷学文筋交差点。北へ進むと小曽根線に至る②

ケ
ヤ
キ
の
若
木
。右（
北
側
）

は
花
園
町
付
近
③

歴
史
街�

道・旧
国
道
を
歩
く
②�

岡
太
神
社
か
ら
甲
子
園
六
石
町

①
②

広告
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⑶

で
す
。

　
そ
れ
以
前
、
旧
国
道
を
通
っ
て

今
津
方
面
へ
向
か
う
と
き
は
、「
枝

川
の
渡
し
」
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
渡
し
場
の
手
前
に
は
「
四
軒

茶
屋
」と
呼
ば
れ
る
集
落
が
あ
り
、

そ
の
名
は
現
在
も
「
四
軒
茶
屋
公

園
」
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　
枝
川
の
渡
し
は
、「
六
石
の
渡

し
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
渡
し
の
両
岸
に
あ
っ

た
茶
屋
で
販
売
さ
れ
て
い
た
餅

が
評
判
と
な
り
、
毎
日
六
石（
約

8
4
0
㎏
）も
の
餅
が
売
れ
た
こ

と
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
実
際
に
は
誇
張
さ
れ
た
数
字
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

当
時
の
街
道
が
多
く
の
人
々
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
呼

び
名
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
茶
屋
で
販
売
さ
れ
て
い
た
の
は

餅
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
鳴
尾
の

名
産
で
あ
っ
た
「
鳴
尾
西す

い
瓜か

」
も

名
物
で
し
た
。

　
鳴
尾
西
瓜
は
、
江
戸
時
代
か
ら

鳴
尾
村
の
名
産
と
し
て
知
ら
れ
、

『
摂
津
名
所
図
会
』
に
も
「
名
産

鳴
尾
西
瓜
、
上
品
と
す
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
鳴
尾
で
は
、
真ま

桑く
わ

瓜う
り

や

イ
チ
ジ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

作
物
が
栽
培
さ
れ
ま
し
た
が
、
特

に
ス
イ
カ
は
品
質
の
高
さ
で
評
判

を
集
め
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
以
降
は
「
鳴
尾
イ
チ

ゴ
」
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
ま
し

た
が
、
鳴
尾
西
瓜
も
地
域
を
代
表

す
る
名
産
品
と
し
て
長
く
親
し
ま

れ
、
茶
屋
で
は
、
武
庫
川
の
伏
流

水
で
冷
や
し
た
鳴
尾
西
瓜
が
旅
人

に
振
る
舞
わ
れ
、
夏
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

今
津
か
ら
甲
子
園
へ

―
町
名
変
更
の
歴
史

　
現
在
の
旧
国
道
と
甲
子
園
筋
の

交
差
点
に
は
、「
旧
国
道
」
と
「
甲

子
園
五
番
町
」
の
標
識
は
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
不
思
議
な
こ
と

に
「
甲
子
園
筋
」
の
標
識
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
。

　
甲
子
園
筋
を
越
え
る
と
、
鳴
尾

地
域
か
ら
今
津
地
域
方
面
へ
入
り

ま
す
。
こ
の
付
近
で
は
、
住
居
表

示
の
変
更
に
よ
り
町
名
も
変
わ
り

ま
し
た
。

　
も
と
も
と
昭
和
27
年
か
ら
「
今

津
六
石
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
39
年
に
「
今
津
」
の

名
称
を
外
し
、「
甲
子
園
六
石
町
」

へ
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

全
国
的
に
広
く
知
ら
れ
る
「
甲
子

園
」
の
名
を
町
名
に
採
用
し
た
も

の
で
す
。

　
旧
国
道
沿
い
で
は
、
こ
の
他
に

も
三
保
町
、
浦
風
町
、
浜
田
町
な

ど
が
同
様
に
「
甲
子
園
」
を
冠
し

た
町
名
へ
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

甲子園五番町にある四軒茶屋公園④

旧国道と甲子園筋の交差点。この交差点より北側（国道
2号まで）に普通はあるはずの「甲子園筋」を示す標識が
見当たりません⑤

参
考
文
献
：「
鳴
尾
村
誌
」町
名
の
話『
西
宮

の
歴
史
と
文
化
』・山
下
忠
男
著

③
④

⑤

広告
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ご存じでしょうか？
月見里公園の蒸気機関車を！

　一般社団法人
まちのね浜甲子

園主催の「ペット防災お
さんぽフェスタ」が、6月
27日に雨天の中、UR浜
甲子園団地なぎさ街で開
催されました。
　当日は、阪神・淡路大震
災を教訓に活動している
「りぐこうべ兵庫」による
ペットの防災についての
お話し会やペット関連の
出店もありました。
　終盤に晴れ間が見え、
屋外でのクレートに入る
しつけ体験が行われ、愛
犬がうまく入るたびに飼
い主から歓声が上がって
いました。

　５月17日、夏のような日差しの中、こどもフェス
タ・赤胴車マルシェのイベントがありました。どの
ブースも子どもたちが列をなしていましたが、中でも「ふ
れあい動物園」のブー
スは、ヤギ、ヒツジ、ウ
サギ、モルモットなど
かわいい動物に魅せら
れた子どもたちの列
が、会場を１周するほ
どの人気でした。
　ごみ分別チャレンジコーナーは、数あるごみの種類を釣

り上げて分別回収箱に入れると
いうゲームです。子どもたちが
真剣な面持ちで釣り上げ、考え
ながら、またスタッフのアドバ
イスを聞いて次々と回収箱へ運
んでいました。
　４月からごみの新分別区分収
集になって、不慣れな時期でし

たが、家に帰った子どもたちが「これはこうだよ」と家族に
教えていたかもしれません。

　昭和51（1976）年11月より長きにわたり、月見
里公園の一角に保管されている蒸気機関車「C11-

311号機」は、長らく手付かずで、ひどく傷んでいました
が、令和６年に結成された甲
子園SL鐡道保存協力会の皆
さんで大幅な修復作業が行
われています。
　月見里公園に設置されて
50年。その間、地域住民の
人々に見守られてきた機関
車を、今後は多くの人に触れ

てもらえるように修復を進めるそうです。
　公園清掃日や作業日に鉄道写真展を開催予定です。阪神
甲子園球場のほど近くです。家族で見学に行きましょう。

終盤の晴れ間

クレートに入るしつけ体験

ヤ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ
と
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

遊びながらごみの分別を学べる
「ごみ分別チャレンジ」

修
復
中
の
Ｃ
11 

‒
3
1
1
号
機

活
躍
当
時
の
勇
姿

写真提供：甲子園SL鐡道保存協力会

南
甲
子
園

高

　須
こどもフェスタ・赤胴車マルシェ

愛犬と一緒に学ぶペット防災

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

甲
子
園
浜

広告
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　上田自治会では昨年6月から、LINEを使ってホー
ムページを運営しています。自治会の若い人たちを中
心に、現在の登録者は約300人くらいです。
　スマートフォンが苦手な会員には事前にアンケートを実施
し、希望者には従来どおりチラシを配布するなど配慮してい
ます。印刷費や配布の負担
軽減に加え、迅速な情報発
信や広報効果の向上を実感
しているとのことです。
　会員以外の閲覧で、地域
外からのイベント参加につ
ながるという思わぬ効果も
生まれました。
　メンテナンスなどで、若
い会員が活躍できる場が出
来るなど、自治会活動のす
そ野が広がり、うれしい想
定外もあったようです。
　従来の枠組みから不慣れ
なことに挑戦して、成果を
上げている自治会の姿を感
じました。

　鳴尾北地区社会福祉協議会主催の10町会対抗
ボッチャ交流会が、6月13日に学文中学校体育館

で催されました。
　当日は26チー
ムが6コートに分
かれて競いまし
た。
　各コートで得
点を競い合い、そ
のコートで一番
得点の多いチー
ムが優勝します。

　最高得点は、甲六ぽぽチャの36点でした。話を聞いてみ
ると「練習あるのみ!!」と答えていました。

　阪神甲子園駅前の松林の東側、甲子園七番町にあ
る西畑公園。この場所には、大正時代に阪神電鉄が建

設した和洋折衷様式の賃貸住宅約70戸が立ち並んでいまし
た。文士や、大阪・神戸の裁判官ら文化人が多数住んでいたこ
とから、一帯は「西畑の文化村」と呼ばれ、阪神間モダニズム
を象徴する住宅地として知られていました。
　今年4月29日に102歳で亡くなった作家・佐藤愛子さんも
幼少期をここで過ごし、鳴尾小学校へ通っていました。しか
し、昭和20（1945）年8月6日未明のアメリカ軍による空襲で
文化村は一夜にして焼失。その数時間後には広島へ
原子爆弾が投
下されます。
　現在は西畑
公園が、かつて
この地に文化
の薫る住宅地
があったこと
を静かに伝え
ています。

　第３回「しゃべりばCAFÉ」が、６月12日に小松
小学校で開催されました。この取り組みは、小松っ
子を見守り育てる保護者・学校・地域が集い、子どもたち
の未来について 語り合う場です。
　今回のテーマは「子どもたちの安全」。第１部では、水泳
の授業前に教職員
が受講している救
命救急講習に保護
者や地域の皆さん
も参加し、心肺蘇生
法 やAED（自 動 体
外式除細動器）の使
い方を学びました。
学校がさまざまな
場面を想定し、日頃
から安全対策に取
り組んでいることへの理解も深まりました。
　第２部では、「自転車の乗り方」や「SNSとの向き合い
方」などについて意見を交わし、保護者・学校・地域が連携
して子どもたちを見守ることの大切さを再確認する、有
意義な交流の場となりました。

―　競　技　結　果　―
①里中スマイル 20点　　②学文 B20点
③ミラクル若草 16点　　④甲六たんチャ 22点
⑤甲六ぽぽチャ 36点　　⑥甲五C16点
の 6チームが優勝しました。

世代を超えて楽しめるボッチャ大会に笑顔が
あふれました

自
治
会
の
ラ
イ
ン
画
面

時々このベンチに座り、当時のことを
想像しています

命
を
守
る
講
習
。み
ん
な
、真
剣
で
す
！

鳴
尾
西

鳴
尾
東

小

　松

鳴
尾
北

西畑の文化村

10町会が熱戦�ボッチャで交流深める

小松小「しゃべりば CAFÉ」開催

回覧板から LINE を使う上田自治会

広告
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今
回
の
質
問

回
答
の
概
要

意外と知らない自治会のこと
　［Part. 2］自治会長にインタビュー！　
～鳴尾のまちを支える地域の力～

①　�３役については正確に答えることが出来た自治会長もいましたが、正確に年齢をつかんでは
いないことが分かりました。また、専門部長などを含めると、全員が70代以上というわけでは
なく、若い世代が育っている自治会も存在することが分かりました。

②　�「住みよいまちづくり」といった理念を語る自治会長もいれば、「あまり意識したことがない」
と率直に話す人、具体的な活動内容を中心に語る人もおり、活動の温度差を感じました。

③・④　住民同士のコミュニケーションを深めることや高齢化への対応を充実させたいとの回�
� 答が多く聞かれましたが、具体的な目標を設定している自治会は少ないようでした。活動�
� を進める上で、個人情報保護の観点から制約や配慮が一層求められるようになったこ�
� とが、共通する課題として挙げられました。
⑤　圧倒的に、役員のなり手不足でした。
⑥　�「役所の窓口との距離を感じる」という意見が印象に残りました。また、担当者の定期異動に
より、築いた信頼関係が継続しにくいことを課題として挙げる自治会もありました。

⑦　単刀直入な質問には、皆さん「必要」「絶対必要」と答えていました。
⑧　�若返りや必要なスキルを持つ人材の確保、住民の無関心、役員会で自分の意見を言いにくい
雰囲気があるなどが、自治会活動の阻害要因として挙げられました。

①　役員の平均年齢は？
②　自治会の存在が重要と感じる時は？
③　�より、充実させたい活動とその阻害要因は？
④　�地域に貢献していると感じられる活動は？

⑤　地域に考えてもらいたいことは？
⑥　行政にやってほしいことは？
⑦　これからも自治会が必要と思うか？
⑧　�会長が考える自治会活動の阻害要因は？

　取材を通じて感じたのは、理念を中心に語る自治会と、具体的な活動を生き生きと語る自治会があったことで
す。地域づくりは、まず一歩を踏み出すことから始まります。
　「転がる石に苔は生えない（ローリングストーン）」の精神が、自治会活動にも大切なのではないでしょうか。

　役員の高齢化や会員数の減少により、自治会運営は年々難しさを増しています。では、地域を支える自治会長
は、どのような課題を感じ、どのような思いで地域づくりに取り組んでいるのでしょうか。
　そこで今回、鳴尾東校区の4自治会（東鳴尾1丁目・東鳴尾2丁目・笠屋町・上田町）の自治会長に、共通する8つ
の質問でインタビューを行いました。
　今回は個々の回答ではなく、回答から自治会の現状や課題、これからの自治会運営へのヒントを探ります。

広告

シルバーコースト 甲子園
〒663-8143 兵庫県西宮市枝川町17－40

TEL 0798－43－0470　FAX 0798－43－0621

第2シルバーコースト 甲子園
〒663-8143 兵庫県西宮市枝川町17－55

TEL 0798－43－0801　FAX 0798－43－9155

ド リ ー ム 甲 子 園
〒663-8143 兵庫県西宮市枝川町17－41

TEL 0798－42－6510　FAX 0798－42－6511

●特別養護老人ホーム　●デイサービスセンター　●ショートステイ　●ホームヘルプサービス
●居宅介護支援サービス　●西宮市高齢者あんしん窓口浜甲子園（地域包括支援センター）

◎7：00～20：00の間で4～8時間　週2日以上から応相談介護職（常勤・
非常勤）募集

社
会
福
祉
法
人

円
勝
会

●ユニット型特別養護老人ホーム　●デイサービス（一般型・認知症対応型）
●ショートステイ　●定期巡回・随時対応型訪問介護看護
●サービス付き高齢者向け住宅　2人部屋・1人部屋（浴室付・共同浴室）
 介護職（常勤・非常勤）・看護職（常勤）募集　週2日から応相談、お気軽にお問い合わせ下さい
●多機能型障害福祉施設
生活介護第１単位， 第２単位
就労継続支援Ｂ型／自立訓練（生活訓練）

●相談支援事業　●グループホーム事業

第398号 令和 8年 9月 1日 　コミュニティなるお ⑹



鳴尾地域　サークル活動めぐり⑫鳴尾地域　サークル活動めぐり⑫

② 甲子園警察署での学び
　27、28日の2日間は、初
めて体験することばかりで
した。中でも、指紋採取と
逮捕術が大きく印象に残っ
ています。
　指紋採取では白い粉を使
い、実際にうまく採取でき
たことが自慢で、とても思
い出に残っています。逮捕術では、
ちょうど大会の準備期間だった
ため、その練習にも少し参加さ
せてもらいました。
　2日間という短い期間でした
が、警察官の街を守る仕事につ
いて大切なことをたくさん学ぶ
ことができて良かったです。
� 潮

うしお
　杏
あん
奈
な
（写真中央）

③ 『宮っ子』編集委員に学ぶ
　最終日の29日は、鳴尾支所2階の会議室で、『宮っ子』編集委員から『宮っ子』の編集スケジュールに
ついて教わりました。また、西宮市の魅力や地域の出来事、学校生活などを、子どもや大人たちの視点
で取材し、記事にして発信することで、多くの人に理解を深めてもらう役割を担っていることを知りま
した。
　この活動が、西宮市への愛着や関心を高めることにつながっていることも学びました。
� 佐

さ
野
の
　文
ぶん
蔵
ぞう
（写真右）

　甲子園公園では、毎週月曜日と金曜日の午前8時30分から9時までの
30分間、太極拳の活動が行われています。
　準備体操から始まり、気功の「八段錦」、太極拳の入門、二十四式、
八十八式を少しずつ学びながら、無理なく体を動かします。参加者は
60～80歳代までと幅広く、「毎日元気で過ごしたい」を合言葉に、和
気あいあいと交流を楽しんでいます。
　太極拳は中国で生まれ、日本では1970年代から健康体操や生涯スポ
ーツとして親しまれてきました。ゆったりとした動きと深い呼吸によ
り、足腰の強化やバランス能力の向上、自律神経を整える効果が期待さ
れています。
　活動は23年間続いており、健康づくりと仲間づくりの場として地域に親
しまれています。参加費は無料で、祝日も実施（雨天中止）。自然豊かな公
園で気持ちよく体を動かしませんか。
　見学も歓迎しています。興味のある人は、ぜひ、気軽に参加してください。

　　① さくらFMで学ぶ
　25、26日の2日間は、フ
レンテ西宮西館3階のさく
らFMで放送の仕方を学んだ
後、生放送でインタビュー
を受けました。
　今回、さくらFMでは生放
送を体験しました。インタ
ビューも生放送も初めてだ
ったので、最初はとても緊
張しました。しかし、イン
タビュアーが、私たちが答
えやすいように進めてくだ

さり、安心して楽しく放送を終
えることができました。とても
貴重な経験ができて良かったで
す。
� 築

ちく
澤
ざわ
�来
くる
実
み
（写真左）

　鳴尾中学校2年生3人が、5月25日から29日
までの5日間、「トライやる・ウィーク」に参加し
ました。3カ所の事業所で仕事を体験し、働く
ことの大変さや楽しさを学びました。その体験
を3人が紹介します。

太極拳で毎日「元気」に過ごしましょう！　南甲子園「元気会」

毎
回
の
練
習
に
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん

活動日：�毎週月・金曜日（雨天中止）�
8：30～9：00

活動場所：甲子園公園
問い合わせ：美濃一恵

☎０８０-３８０１-５７２８

今日も元気に楽しく頑張っています。続けることが一番大切です！　右端は指導者の美濃一恵さん（甲子園公園で）

さくらFMにて撮影

トライやる・ウィーク体験記トライやる・ウィーク体験記
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鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

●
な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
●

 

初
代
阪
神
パ
ー
ク
歴
史
探
検 

開
催
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月
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土
）

時
　
間：午
前
10
時

場
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る
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ビ
ー

講
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子
大
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Ｔ
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申
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込
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往
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な
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抽
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落
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問
い
合
わ
せ：な
る
お
会
館 

☎︎
０
７
９
８・

４
６・

８
２
０
０

祝
日
を
除
く
火
～
金
曜
日
９
～
16
時

�

（
来
館
、ま
た
は
電
話
）

主
催：公
益
財
団
法
人 

鳴
尾
会

※
警
報
が
で
な
い
限
り
雨
天
決
行

月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

9 12 土 14：00～15：30
時事講座
　「どうなる日本・世界の経済・政治」 （質問歓迎型講演）
定員：60人　対象：一般　当日受け付け

関西外国語大学　英語キャリア学部
教授　滝川　好夫

鳴尾公民館
℡47－3838

9 24 木 14：00～15：30
「オカリナ演奏会」
　～楽しく知ろうオカリナの世界～
定員：100人　対象：一般　当日受け付け

オカリナ奏者
岡嶋　正和

★ 10 17 土 11：00～15：00

武庫川女子大学文化祭訪問 　大学ってどんなところ!?
定員：20人　対象：小学5・6年生並びにその保護者

（保護者同伴でなくても参加可能）
事前申込：10月5日（月）10：00～来館にて受け付け（保護者）
会場：武庫川女子大学キャンパス

鳴尾東公民館地域学習推進員

鳴尾東公民館
℡49－1300

★ 10 26 月 13：30～15：30
筆文字アート　筆ペンを使って字を絵のように
定員：20人　対象：小学3年生以上
事前申込：10月5日（月）10：00～来館にて受け付け
材料費：500円（当日徴収）

筆文字アート　笑万書（えましょ）
主宰　赤穂　万衣子

★ 10 31 土 13：30～14：30

「恐竜のタマゴ」を作ろう
　～不思議な理科おもちゃを作って遊ぼう～
定員：15人　対象：年長から小学4年生まで（保護者同伴可）
事前申込：10月22日（木）10:00～11:00来館にて受け付け
１人で２名まで可（先着順）

認定NPO法人コアネット
小林　將浩

南甲子園公民館
℡49－4741

9 9 水 13：30～15：30
第6回マチネー（matinee） 愛のあいさつコンサート
　午後のひととき 　思い出に残る音楽でリラックスを！
定員：80人　対象：一般　当日受け付け

ユニット　レモングラス　
アコーディオン奏者　桑名　惠子
ピアノ伴奏　望月　昌子
カホン・ギター　北野　幸彦　 学文公民館

℡41－6050

10 11 日 10：00～12：00
第15回『わくわくコンサート』
　～いつもの日曜日にハーモニーという贅沢を♪～
定員：80人　対象：一般　当日受け付け

鳴尾吹奏楽団アンサンブル
マリンバアンサンブル
フルートアンサンブル
クラリネットアンサンブル

9 27 日 14：00～15：30
音楽講座「マンドリン・ギターアンサンブル」
　～奏でる「昭和歌謡・演歌」を聴こう～
定員：50人　対象：一般　当日受け付け

マンドリン・ギターアンサンブルバンド
アルカダッシュ

高須公民館
℡49－1312

【地域医療講座】講師：明和病院医師（明和病院の協力を得て開催している講座です）

10 8 木 14：00～15：30 「介護の話」
定員：60人　対象：一般　当日受け付け

訪問看護センター明和
中島　淳美
有賀　保博
嶋田　真由美

鳴尾公民館
℡47－3838

9 16 水 14：00～15：30 「薬の話」
定員：40人　対象：一般　当日受け付け

医療法人明和病院　薬剤部
部長　菊井　利伸

学文公民館
℡41－6050

広告

第398号 令和 8年 9月 1日 　コミュニティなるお ⑻


